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Abstract 

A final stage scyllarine phyllosoma larva collected in the western North Pacific (27º 00N, 

130º 00E) was identified as Crenarctus bicuspidatus by mitochondrial 16S rDNA sequence 

analysis. This larva was characterized by having a small body length (BL = 14.0 mm) for a final 

stage, a round cephalic shield, and long lateral spines on the telson. 
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緒言 

セミエビ科（Scyllaridae）ヒメセミエビ亜科

（Scyllarinae）の種は小型かつ岩の下や間隙に

隠れているため目に付きにくく、産業的利用

がほとんど無いこともあり認知度は低い。一

方、プランクトン標本中に出現するイセエビ

下目（Achelata）のフィロソーマ幼生の中では

ヒメセミエビ亜科の幼生が圧倒的に多く

（Shojima 1973）、その形態的分類に関しては

極めて多くの研究報告がある。しかし、種数

が多く形態も多様なヒメセミエビ亜科フィロ

ソーマ幼生の種判別は困難であるため、種未

同定のまま報告されている例が少なくない

（例えば Prasad and Tampi 1957, 1960; Johnson 

1971; Prasad et al. 1975; Phillips et al. 1981; 

Barnett 1989; McWilliam et al. 1995; Inoue et al. 

2001; Inoue and Sekiguchi 2005; Ueda et al. 2021）。

また、種が同定されている報告でも、種の同

定に至った根拠が希薄である例が散見される。

不十分な種判別情報はその後の調査研究に少

なからず弊害をもたらすことになる。 

我々は DNA バーコーディングによるセミ

エビ科幼生の種判別を行ってきた。その過程

で、北西太平洋で採集されたヒメセミエビ亜

科のフィロソーマ幼生標本中からフタバヒメ

セミエビ（Crenarctus bicuspidatus）の最終期幼

生を同定できた。本研究ではその形態観察結

果を報告するとともに過去の研究結果との照

合及び論点の整理を行う。 

 

材料および方法 

フィロソーマ幼生標本は水産研究・教育機



 

Fig. 1. Ventral view (A) and dorsal view (B) of whole body, ventral view of anterior part of cephalic 

shield (C), and posterior part of abdomen (D) of a final stage (VIII) phyllosoma larva (ED1) collected 

in the western North Pacific. Gill buds are indicated by white arrows. BL = 14.0 mm. Scale bar = 5 mm 

(A and B), 2 mm (C), and 1 mm (D). 
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構漁業調査船俊鷹丸による2008年度水産庁

委託国際資源調査「日本南西海域における太

平洋クロマグロ仔稚魚の分布調査」で採集さ

れたものである。採集地点は北緯27度、東経

130度である。調査中に選別されたフィロソ

ーマ幼生は船上でエタノール固定され、水産

資源研究所へ持ち帰った。 Chow and 

Yanagimoto（2021）に従って選別したヒメセ

ミエビ亜科のフィロソーマ幼生のうち、最終

期としては小型で頭甲部が楕円形を呈する1

個体（ED1）を取り出した（Fig. 1）。Higa and 

Shokita（2004）に従って体長（body length: BL）、

頭甲部長（cephalic shield length: CL）、頭甲部

幅（cephalic shield width: CW）、胸部幅（thorax 

width: TW）を測定した。画像を撮影後、全体

を良く洗浄しDNA抽出のために胸脚の一部 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

を切り取った。DNA抽出、ミトコンドリア16S 

rDNA部分領域のPCR増幅と塩基配列の決定

はUeda et al.（2021）及びChow and Yanagimoto

（2021）に従った。DNAデータベースに登録

されている塩基配列との相同性検索には

NCBI （ National Center for Biotechnology 

Information）のBLAST（Basic Local Alignment 

Search Tool）を用いた。相同性が高い配列と

の塩基置換率（Kimura’s two parameter distance: 

K2P）の計算にはMEGA6（Tamura et al. 2013）

を用いた。 

 

結果及び考察 

ED1の採集情報と形態測定結果をTable 1に

示した。決定できた 16S rDNA 配列（427 bp）

はデータベース（DDBJ, EMBL, GenBank）に 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

Table 1. Collection information, body length (BL in mm), cephalic shield length (CL), cephalic shield 

width (CW), and thorax width (TW) of a scyllarine phyllosoma specimen ED1. 
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登録した（accession No. LC732509）。この配

列に対する BLAST 検索による一致率第一位

の配列は Yang et al.（2012）が報告したニュー

カレドニアのフタバヒメセミエビの 16S 

rDNA であり（accession No. JN701713）、一致

率は 99.3 %であった。またこれら 2 配列間の

K2P は 0.79 %であり、動物の同種内個体間で

観察される値の範囲に十分収まるものであっ

た（Vences et al. 2005; Lefébure et al. 2006; 

Kochzius et al. 2010）。そのため、本フィロソ

ーマ幼生標本をフタバヒメセミエビ

（Crenarctus bicuspidatus）と同定した。ED1 は

鰓原基を有することから最終期と判断される

（Fig. 1A, B）。体長（BL）は 14.0 mm、頭甲

部長（CL）は 8.1 mm、頭甲部幅（CW）は 9.5 

mm、胸部幅（TW）は 5.0 mm であった（Table 

1）。これらの測定値から算出した頭甲部幅と

頭甲部長の比（CW/CL）は 1.17、頭甲部幅と

胸部幅の比（CW/TW）は 1.90、頭甲部長と体

長の比（CL/BL）は 0.58 であった。第一触角

の先端は第二触角先端よりやや前に位置する

（Fig. 1C）。第二触角の側突起はやや斜め前

方へ突出する（Fig. 1C）。頭甲部はわずかに

横長の楕円形である（Fig. 1A, B）。第 5 胸脚

先端は尾節基部に達する（Fig. 1A, B）。尾肢

後端はやや尖り尾節後端に達する（Fig. 1A, B, 

D）。尾節側棘長は尾肢長より短いが顕著であ

り尾肢には隠れない（Fig. 1D）。以上の形態

的特徴は、Saito（2004）が駿河湾から、そして

Inoue and Sekiguchi（2006）が東シナ海東部～

日本海西部海域から報告したフタバヒメセミ

エビの最終期フィロソーマ幼生のものと良く

一致する。 

Phillips et al.（1981）と Sekiguchi（1990）が 

 

 

 

 

 

 

それぞれインド洋オーストラリア西岸と北西

太平洋マリアナ海域から報告したフタバヒメ

セミエビの最終期幼生（Fig. 4 in Phillips et al. 

1981; Fig. 2 in Sekiguchi 1990）の頭甲部形状は

亜五角形（sub-pentagon）であり、Saito（2004）、

Inoue and Sekiguchi（2006）及び本研究による

フタバヒメセミエビの楕円形とは明瞭に異な

る。体長も Phillips et al.（1981）の幼生は 21.2 

mm（原図から計測）、Sekiguchi（1990）の幼生

は 23−25 mm であり、Saito（2004）（12.2−15.0 

mm, n = 12）、 Inoue and Sekiguchi（2006）

（12.5−14.3 mm, n = 7）及び本研究のものより

明らかに大きい。Inoue et al.（2000）、Inoue and 

Sekiguchi（2006）及び Ueda et al.（2021）が指

摘しているように、Phillips et al.（1981）及び

Sekiguchi（1990）がフタバヒメセミエビの幼生

としたものはヒメセミエビ（ Chelarctus 

virgosus）の幼生であろう。よって McWilliam 

and Phillips（1983）及び Sekiguchi（1986）がそ

れぞれオーストラリア東部沿岸と熊野―遠州

灘海域で最も出現頻度が高いセミエビ科幼生

はフタバヒメセミエビであったと報告してい

るが、これらもおそらくヒメセミエビであろ

う。むしろ Phillips et al.（1981）がオーストラ

リア西岸インド洋から種未特定の最終期幼生

として報告した Scyllarus sp. b（Fig. 6 in Phillips 

et al. 1981）が、上述したフタバヒメセミエビ

の形態とよく一致する。このことはすでに

Inoue et al.（2000）と Inoue and Sekiguchi（2006）

によって指摘されている。また、Scyllarus sp. 

b の CW/CL は 1.12、CW/TWは 1.98、CL/BL

は 0.61 であり（Phillips et al. 1981 の Fig. 6 よ

り算出）、本研究結果で得られた値と良く符号

する。フタバヒメセミエビはインド洋から日 
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本南部を含む西部太平洋の熱帯や亜熱帯域に

広く分布することも（Holthuis 2002）、Scyllarus 

sp. b がフタバヒメセミエビであることと矛盾

しない。ただし、Scyllarus sp. b の体長は 17.5 

mm であり（Phillips et al. 1981 の Fig. 6 より算

出）、Saito（2004）、Inoue and Sekiguchi（2006）

及び本研究のものより若干大きい。このよう

な差異が個体変異の範囲に収まるものか、あ

るいは亜種も含め遺伝的に異なる集団間の差

異によるものかは今後検討すべき課題である。 
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